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第９回自然観察指導員全国大会 2020大阪

富山福祉短期大学 幼児教育学科

富山森のこども園

藤井 ノリチェル

分科会３ すべての子どもに自然体験をとどけるには

大学・自治体・NPO協働事業
「森であそぼう！里山さんぽ」



三者協働

主催：富山福祉短期大学

協力：射水市

実施：富山森のこども園

プログラム

①親子参加（一般募集）

②園オリジナルさんぽプログラム開発

③園庭研修（園内研修）

～豊かな「子どもの時間」を
すべての子どもたちに～



協働事業として取り組む必要性

子ども

▲自然体験不足

▲子ども自身では解決できない環境課題

保育者
▲保育者（養成校学生）自身の自然体験不足、苦手意識

▲現在の保育士養成カリキュラム「自然」「環境」科目が少ない

保護者

▲子育て世代がすでに自然体験不足世代

▲家庭格差による体験格差

人的環境（親、保育者）

自然環境（居住地、園庭）
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特性
ステーク
ホルダー

強み 課題

自治体

大学

NPO

◎専門的知見
◎学生教育（人材育成）

▲保育者養成カリキュラム
が不十分
▲現場を持っていない

◎自然に関する知識
◎野外活動のノウハウ
◎プログラム

▲資金力 ▲認知度

▲保育所・幼稚園とのコネク
ション

◎権限
◎資金



射水市公募提案型市民協働事業実施モデル

射水市公募提案型
市民協働事業

射水市

＊活動資金
＊広報（チラシ配布

TV放送・広報誌掲載）

富山森のこども園

＊プログラム提供

富山福祉短期大学

＊専門的知見
＊学生参加

＊保育者研修

幼稚園・保育園

子ども
保育者
保護者



事業概要

親子
里山さんぽ

園オリジナル

おさんぽプログラム

園内研修

*年４回（春夏秋冬）
土曜日開催

*各回参加者は一般
公募 親子１５組４０
名 学生１０名程度

*場所 県自然博物園
ねいの里

*１園公募

*園庭や周辺の自然を
活かしたお散歩プログ
ラムの開発

*４回（春夏秋冬）実施

*６園（のべ１２回）

*園庭や周辺の自然
活用



どの子にも
豊かな自然体験を！

どの子にも
豊かな親子の時間を！

本事業の目標

保育者・学生の
自然保育実践力

向上



射水市公募提案型市民協働事業
「森であそぼう！里山さんぽ」

2019年度

サブテーマ

「はじめての親子サバイバル」

①導入 アイスブレイク

②森の散歩

③主活動

④焚き火レストラン



6月1日（土）

第1回
火を育てる

7月13日（土）

第2回
ナイフをつかう

10月19日（土）

第3回
道具をつくりだす

11月30日（土）

第4回
どこでもシェルター

空き缶ウッドストーブ バードコール 小枝パチンコ ロープ＆カラビナ



森の準備体操

①導入 アイスブレイク



昆虫クイズ絵本読み聞かせ

①導入 アイスブレイク



①導入 アイスブレイク

紙芝居クイズ「命をまもる５大要素」



焚き木拾い

② 森のおさんぽ



バンダナの活用

② 森のおさんぽ



空き缶ウッドストーブづくり

③ 主活動



紙芝居「火の扱い方」

③ 主活動



親子で協力 ハンマーで穴あけ

③ 主活動



メタルマッチに挑戦「ママがんばれ！」

③ 主活動



上手に火を育てました！

③ 主活動



④焚き火レストラン

囲炉裏で



④焚き火レストラン

ホットアップルサイダー



プログラムのここがいいね！

 いつもはさせてもらえないドキドキ

 お姉ちゃんお兄ちゃん先生が大好き
 保育者が「自然体験の楽しさ」を体感

 明日の保育から活用できる

「園庭でできる自然遊び」の紹介

 園庭活用・改造の具体的なアドバイス

どの子にも
豊かな自然体験を！

どの子にも
豊かな親子の時間を！

 大人をも惹き付けるプログラム「また行こう！」

 家に帰ってからも遊びが続くお土産「またやろう！」

ウッドストーブ・バードコール・小枝パチンコ など

保育者・学生の
自然保育実践力向上

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=https://hiyokoyarou.com/wp-content/uploads/2016/07/iine.png&imgrefurl=https://hiyokoyarou.com/iine/&docid=QE9DUvehse1EUM&tbnid=qETT07Aou_txRM:&vet=10ahUKEwjsj6HluJ3nAhUWFogKHUusDK0QMwhqKAcwBw..i&w=1255&h=1255&hl=ja&bih=405&biw=936&q=%E3%81%84%E3%81%84%E3%81%AD&ved=0ahUKEwjsj6HluJ3nAhUWFogKHUusDK0QMwhqKAcwBw&iact=mrc&uact=8


協働を仕掛けよう！

最寄りの大学（教育学部、幼児教育学科、地域づくり
学科）の情報を探す

 「子ども環境学会」「自然保育学会」「環境教育学会」

WIN WIN の人材育成

大学との協働

行政との協働

悪戦苦闘中・・・

NPOとの協働

多様性・・・互いの強みを活かす
課題 X 課題 ＝ WIN  WIN



親子で体験を
共有すること

変えるのは
子どもではなく
大人の意識
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